
平成２４年６月１３日 
 

教員による学校評価（自己評価）の集計結果と分析及び対策 
 

四條畷学園小学校 
 

平成２３年度に実施した教員による学校評価（自己評価）の結果を報告します。 
 
＊自己評価の実施について 

（１）実施時期 平成２３年１１月 
（２）調査対象 小学校本務教員 
（３）評価項目 教育活動全般及び学校運営に係わる項目について自己評価を実施 
（４）評価方法 各項目について５段階評価で実施 

５：強くそう思う（達成度８０～１００％） 
４：どちらかといえば、そう思う（達成度６０～７９％） 
３：どちらとも言えない（達成度４０～５９％） 
２：どちらかと言えばそうは思わない（達成度８０～１００％） 
１：まったくそうは思わない（達成度８０～１００％）   

 
＊評価の重点目標 
・建学の精神『報恩感謝』 
・教育方針 個性の尊重・明朗と自主・実行から学べ・礼儀と品性 
・平成２３年度 小学校の目標 

A 基礎学力の徹底 
  学習に自信を持たせるよう配慮し、意欲的態度や実行力の基礎養う。 

B 個性の尊重 
 一人ひとりの興味関心を大切にし、だれにも自信を持たせる。 

C 実行力の尊重 
  子ども自身の活動を重んじ、実行を助け、その結果を常に振り返るように指導する。 

D 学習内容の精選 
  子どもの成長の糧となるもの、時代の要請に答えるべきものを見極め、「何をこそ

学ばせるべきか」を熟慮探求する。 
E 自律の手助け 
「何を」「どの機会に」しつけるかを熟慮し、生涯にわたる自律の意識を育む指導を

行う。 
F 集団活動の充実 
  意識的に縦割り集団を組織したり、グループ活動を取り入れたりして「みんなでい

っしょに」「高学年を敬う」「低学年を育む」を常に考えさせる。 
 

 



＊概評 
 
 本校では、保護者向けと高学年児童向けのアンケート項目をほぼ同じものにして、両評価の比較

と検討を続けております。 
 また、教員に対する自己評価項目は、前年度に改良を加え、より具体的な内容に変更しておりま

す。学校が立てた目標に個々の教員がどの程度到達できたかを自己評価する形式です。 
 
 学習面についての集計では、「授業をよりよいものへと改善していこうとする教員の姿勢」に対

して、教員、児童、保護者の評価向上が見えます。学習到達調査結果と照らし合わせますと、この

教員の努力は一定の効果が現れていると考えられます。平成２５年１月に全国に向けた公開研究会

を予定しております。それに向けた教科、教材の研究を通じ、今後も継続的に授業力向上をめざし

ます。 
 「情報発信に伴う責任など情報モラルの教育に取り組んでいる」「個々の児童に応じた希望・目

標を実現させるよう進路指導や進路支援を行っている」という項目に関する教員の自己評価は前年

度とかわらず、今後の課題であると考えます。引き続き、児童の進路相談・支援や情報モラルの充

実に努力していく所存です。 
 また、躾面については、教員、児童の評価が向上しましたが、保護者の評価は前年並みでした。

本校では躾の指針、「そつぎょうするまでに みんなが できるようになること」ポスターを全家庭
に配布し同時に各教室に掲示することにより、つねにこの指針に立ちかえる指導を継続して行って

おります。指針を配布するようになって、本校の躾指導の考え方が保護者に伝わり、家庭と学校の

連携のとれた指導が可能なりました。しかし、まだまだ教員、児童の思いと保護者の期待に差があ

ることを痛感しております。今後はその成果が数値に表れるよう、継続して指導に当たります。 
 成績通知方法とその満足度の評価も、教員や児童の評価が向上し、保護者は前年並みの評価とな

りました。 
 本年度より、新しい形式の通知方法とその検証、学級通信・学年通信の見直しを教員に徹底し、

児童、保護者の皆様の期待に応えることのできる統一のとれた成績通知をめざしております。より

細やかな情報提供ができるよう、通知の内容、方法両面の改善をすすめ、保護者の方々の評価が向

上するよう努めてまいります。 
 
 
＊ 評価の集計と分析 
１．学校運営 

評価の観点 評価項目 設問   

建学の精神について 
（１）建学の精神「報恩感謝」をよく理解し、それに 

基づいて教育を行っている 
4.1 

私学の独自性 

教育方針について 
（２）教育方針「個性の尊重・実行から学べ・明朗自

主」をよく理解し、それに基づいて教育を行っている 
4.4 



 
「学校運営に関する分析」 
学校運営に関する項目は、総合評価 4.3 と評価は高いが、（７）の「私学経営の財務状況に関心を

持ち、学園の発展を目指して教育活動の充実を図っている」という項目については、4.0 とやや低

い。すべての項目についての充実を今後も継続して図っていく。 

 
２．教育内容 
 

評価の観点 評価項目 設問   

学習指導 
（１０）授業に創意工夫を行い、分かりやすく授業を 

     行っている 
4.3 

（１１）児童の学習意欲を高め、学力を向上させる 

     授業を実践している 
4.3 教科指導 

授業環境について 
（１２）授業を受ける基本的な態度・マナーを身につけ 

     させて指導している 
4.3 

情報教育 情報モラル教育 
（１３）情報発信に伴う責任など、情報モラルの教育に 

     取り組んでいる 
3.7 

（１４）周囲の人を尊重し、よりよい人間関係を築いて 

     いく態度を養う教育を実践している 
4.4 

人権教育 人権教育体制 
（１５）人権にかかわる様々な問題に関心を持ち、 

     人権意識を高める教育を実践している 
4.1 

環境教育 実践的態度の育成 
（１６）自然を大切にする心と環境を保全しようとする 

     態度を育てている 
4.2 

保健教育 保健・健康に関する指導 
（１７）心身共に健康で安全な生活を送るための行動や 

     態度を養っている 
4.5 

学習指導要領の対応状況 

について 
（３）教育課程の編成は学習指導要領に沿っている 4.2 

教育課程 

教科の教育計画について （４）年間を通じた教育計画を立て、指導している 4.5 

教員・教科間の連携状況 
（５）教育問題について教員間でよく話し合って 

教育活動が行われている 
4.7 

教職員連携 

会議の有効性 
（６）職員会議・学年会議・委員会が、情報交換と 

検討課題の場として有効かつ効率的に機能している 
4.4 

財務関係 教育の充実 
（７）私学経営の財務状況に関心を持ち、学園の 

発展を目指して教育活動の充実を図っている 
4.0 

情報公開 ホームページの活用状況 
（８）学校 HPに公開掲示板で可能な範囲の 

教育活動や情報を提供している 
4.2 

危機管理 危機管理対応状況 
（９）緊急時に備え、訓練など学校の安全対策を 

十分にとっている 
4.1 



生徒会活動   （１８）児童が主体的に活動できるように取り組んでいる 4.5 

その他 読書推進 
（１９）読書タイムの実施・図書館の利用促進など 

       読書指導に取り組んでいる 
4.5 

 
「教育内容に関する分析」 
（１３）の「情報発信に伴う責任など、情報モラルの教育に取り組んでいる」項目が３点台と低い。

ICT 研究部を中心として教育ソフト・教材をさらに整備し、カリキュラムの拡充を図っていく。 

 
３．生徒指導・生徒支援 
 

評価の観点 評価項目 設問   

（２０）生活の基本である時間を守るという指導を 

行っている 
4.8 

（２１）挨拶をはじめとして礼儀を重んじる生活態

度を養う指導を行っている 
4.7 

（２２）生活面の規則・ルールを理解させ守らせて

いる 
4.4 

生徒指導について 

（２３）児童に清掃、校内美化に取り組むよう指導

している 
4.2 

家庭との連携状況 
（２４）家庭と学校との協力と連携の下に生徒指導

を行っている 
4.3 

学習支援について 
（２５）学習の遅れている児童への支援を行ってい

る 
4.3 

カウンセリングマインド 
（２６）児童が抱えている問題に対して、一人ひとり

を大切にしたきめ細かい相談・指導を行っている 
4.3 

進路指導について 
（２７）個々の児童に応じた希望・目標を実現させ

るよう、進路相談や進路支援を行っている 
3.9 

生徒指導 

生徒支援 

内部進学について 
（２８）内部進学を希望する児童には積極的に支

援している 
4.2 

 
「生徒指導・生徒支援に関する分析」 
生徒指導は総じて評価が高い。中でも、各職員が意識して指導を心がけている「時間を守る指導」

「挨拶・礼儀を重んじる指導」の項目の評価が高い。今後の課題として、「進路指導について」が

あげられる。 

 

４．教員研修・資質向上 
 



評価の観点 評価項目 設問   

教員研修 教員の資質向上について 

（２９）教員間で授業内容を評価したり、生徒指導の

あり方等、指導方法について意見交換を行う機会

がある 
4.5 

  校内研修 
（３０）効果的な校内研修計画を立案し、計画的に

教職員に研修を実施している 
4.5 

  研修成果の共有状況 
（３１）研修・研究に参加した成果を他の教員に伝え

て、情報を共有する体制が整理されている 
4.5 

 
「教員研修・資質向上に関する分析」 
年間を通じて全職員が校内研究授業を行い、分析的な授業後協議会を持つことで、個々の指導力に

向上がみられた。次年度も全国に向けた公開研究会を軸とした研修機会を設けて、教員の資質向上

に努めたい。 


